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	１　日時
	２　場所
	３　 出席者（敬称略）
	４　議事
	「自由闊達なビジネスモデルの創発を促す環境の整備」は重要。開発した技術を使って多くの人たちがアプリケーション・サービスを作る環境をいかに整えるかという中間の部分が重要。
	実証実験をしていく段階で、法制度などの課題も見えてくる。実証実験したものがきちんとビジネスに結びつくよう、省庁をまたがって法整備をしていくことが必要だと思う。
	以前から日本は要素技術の面では強かったが、必ずしも標準化等の段階になると成功していないところがある。要素技術ではなくシステム技術という考え方の移行に対応する政策が必要。
	たとえば標準化会合などの場では実証実験のデータは必ず必要とされる。実効性の高い実証実験を成果の見える形で行う必要がある。
	国際的にもアピール性のある実証実験という意味で、例えば2016年の東京オリンピックを想定した「インターナショナルメトロポリタンネットワーク」などをやってみてはどうか。
	研究開発段階から世界のニーズ・動向をつかみ、グローバルな考えで日本の規格を作る必要がある。
	MPEGの標準化の経験からいうと、「標準ができたら、ちゃんと使います」というコミットができるメンバーを中心に検討するべき。情報取りにきているメンバーが多いと効率的ではない。
	電波政策は国際戦略であるという視点でもう一回見直してみると、国際化やグローバル化といった課題も解決策が見えてくるのではないか。
	電波政策は基本的に産業政策につながるべきであり、それがさらに国際戦略・政策につながる。総務省が音頭をとって産業政策、国際政策をつなげるような新しい枠組みを作っていくということを期待。
	フィジカルレイヤーだけでなく、プラットフォームレイヤーやアプリケーションレイヤーも考慮した標準化開発が必要。
	海外で日本企業が勝つためには、政府は民間に対し平等であるべきということだけを考えていても難しいのではないか。
	標準化の話をする前に、まず国ぐるみ、企業ぐるみでニーズ・仕様を取りに行くという営業をしなければいけない。
	６　今後のスケジュール
	・今回頂いた意見等を踏まえ、次回懇談会で検討を行う。
	・第７回懇談会は５月１９日（火）１０：００から開催を予定している。

